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資料・人的交流の再発掘』（京都：国際日本文化研究センター、2012 年 3 月）
「書評：馬淵昌也『東アジアの陽明学──接触・流通・変容』」『漢學研究』（第 30 巻第 1 期、































































































































とである。彼は『省諐録』で、 「予年二十以後、 乃知匹夫有繫一國。三十以後、 乃知有繫天下。四十以後、乃知有繫五世界
（７）
」と述べた。即ち、象山の思想は、対外知識に接触して、変化




儒者の道なるものは 吾邦に於いても 応仁の朝より今日に至るまで、盛衰興廃 時に従って一ならずと雖も、上 朝廷百官の間より 下は閭巷小民に至るまで、幾分か之を自然遵守執行して、社会の秩序を維持したも なり」 述べ、また「吾国を救うに
（中略）
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ith special reference to the art of Japan （ 『東洋の理想』 ）
を英文で刊行した。同書をは


























夜」に明瞭に表現している。即ち、彼は、 「最近に至るまで西洋は決して日本のこと 真面目に考へたことはなかった」として 「西洋は廣大な諸方面から自由に情報を得るが出来る も関わらず、今日尚實に多くの誤解を我々に關して抱いてゐる實情を見れば悲しむべきことである」 「東方亜細亜文明の歴史が今尚一般西洋人には全然知られてゐない」などと指摘し、西洋諸国の日本、あるいは東アジア文明の歴史に対する誤解や無関心を訴えた。他方、同書では、 「我々が支那と戰端を開くことを餘儀なくせ れたのは、千八百九十四年に半島の獨立が支那に脅され 時であった。千九百四年我々が露西亞と戰をへたのも同じ朝鮮の獨立 ためであった」 、 「十年前支那よりも一層の強敵に對する勝利によって、更に強 自信を與へられる らうと思ふ」
（日本と平和）
と、東亜の解放と
戦争のイデオロギーが明言されると もに、日本文化の特殊性、民族的愛国心 溢れた言説が散見される。ここには、天心の「興亜」 対する思想 変遷が見 取れる。彼は「ア
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日本東渡記』と『七奇述』を中心に検証する。とりわけ、張德彝の二十 年間に及んだ諸外国の遊歴経験のうち、 「他者」としての日本にどのような眼差しが向けられ、かつ遊歴後にいわゆる「精神の開国」がどのように変化し、そして、そのことに明治日本の思潮がどのように関与したのか、彼の「華夷思想」を中心に考察する。 （四）第四章では、近代日本と関わり 深い梁啓超、戴季陶と台湾の知識人林献堂の三人を取り上げ　
亡命者としての憂国論を持ち、立憲と国民国家




1911 年 4 月
長女と基隆
に 上 陸 し、
台北、台中
（ 霧 峯 ） を
訪問
梁啓超










在の経験が重要な手掛かりになる。最近、張玉萍は、政治と日中関係の視点から 戴季陶の日本観の形成を「日本敵視論」 、「日中提携論」 、 「批判的
梁啓超と台湾






































































































































































動の一環として、 「中学を体とし西学を用とする」 と唱え、 日本を媒介として西洋文明
（学問）


























































































































































（一国の才智ある人々を挙げ、彼らに欧米語を学ばせ洋書を読ませる事は、迂遠なことであり、 我々は待っていられないだろう。 （中略） 今迅速に洋書を翻訳しなければ、 所謂 「変法」は空言となってしまい、国がその効果を得ることはできない。官訳書はあるが、京師同文館、天津水師學堂、上海製造局など、翻訳を始めて三十年が経っても完成した書は百種に過ぎず、しかも近年 その翻訳事業を止めてしまっ いる。このペースで後三十年
　31　





























に十五年間勤め、 宣教師の協力の下、 『重學淺説』 『光學圖説』 『格



























止を緩和し、 「蘭学」が発展 日本はオランダを通じてヨーロッパの情報や知識を入手できるようになった。即ち、徳川社会は鎖国状態にあったが 「蘭学 通じてヨーロッパ世界との交渉パイプを保っていた。幕末維新期には、西洋近代文明を取り入れる「蘭
34　
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個別の事件をめぐっては、すでにお ただしい数の先行研究がある。 かし、近代日本の知識人の中国・アジア認識や「自他認識」を検討した研究は多くない。近代中国知識人の他者であった日本が西洋の学問、思想を受容する姿勢をより明確に描き出すため、本報告ではすでに述べ ように、幕末から近現代までの日本知識人 思想主張を比較・検討する。　
先に取り上げた自由民権派の小室信介は、清仏戦争を観察した際、西洋列強に対抗する













































形成されたが、 他方で日本の対中侮蔑感や脱亜論などによって、 葛藤の時期に あった。 「東アジア近代史の転換点」として日清戦争を起点とす 近代日本 歪んだ中国ないしはアジアに対する認識が存在していた一方で、本報告では日本知識人がいかに自我を主張し、ま
42　









































思想における伝統と近代』 （東京：東京大学出版会、一九九六） 。同『近代日本の中国認識──徳川期儒学から東亜協同体論まで』 （東京：以文社、二〇一一） 。依田憙家教授還暦記念論文集編集委員会『日中両国の伝統と近代化』 （東京：龍渓書舎、一九九 ） 。佐藤慎一『近代中国の知識人と 明』 （東京：東京
　45　































佐久間象山『省諐録』 、宮本仲『佐久間象山』 （東京：岩波書店、一九三二） 、二七 頁。
（８）
　














卞崇道『日 近代思想のアジア的意義』 （東京：農山漁村文化協会、一九九八） 、一四四─一四六頁。
（
13）　
張玉萍『戴季陶と 日本』 （東京：法政大学出版局、二〇一一） 。
（
14）　








































26）　『日本書目志』 、 『康有為全集』第三集（北京：中国人民大学出版社 二〇〇七） 、二六三頁。
（




















同右注、 四一九頁。 最近、 康有為 『日本書目志』 編纂の独創性をめぐる論考が出ている。 特に王宝平 「康









梁啓超「飲冰室文集」之二、 『飲冰室合集』 （北京：中華書局、一八九八） 、五七─五八頁に収録。
（
34）　
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　日文研で一年間の研究活動の機会に恵まれたことは、1997 年 4 月から天理
大学に客員教授として長期滞在して以来、13 年ぶりのことでした。日文研の
図書館には、24 時間体制でいつでも利用できる便利さ、他の施設から図書の
取り寄せや文献の相互利用のシステムが整っており、大変助かりました。また、
毎週のように異なる分野の研究会が開催され、広く日本文化の分野に関心を
持つ世界各国の研究者と頻繁に会って、交流することができました。多くの
先生方から学恩を蒙ることができ、私の視野は大いに広がり、研究は大きく
前進しました。この国際文化交流、学術交流を重んじる研究機構で、久しぶ
りに落ち着いた研究の機会を与えてくださった関係各位に深謝致します。
　この度、日文研フォーラムにてコメンテーターをご担当くださった劉建輝
先生、準備委員会の佐野真由子先生、また研究協力課の皆様方には大変お世
話になりました。ここに感謝の意を表するとともに、当日ご出席くださった
稲賀繁美先生、井村哲郎先生、郭南燕先生、京都大学の辻元雅史先生、また
私と同時期の外国人研究員である楊曉捷先生（カナダ・カルガリー大学教授）、
劉岳兵先生（中国・南開大学教授）、大貫惠美子先生（アメリカ・ウィスコン
シン大学教授）から学問的、知的刺激を受け、ご教示を賜わりました。諸先
生方に心より感謝申し上げます。
　なお、私の発表に対し、ご参加の方々から「今日の台湾における思想的主
流は何でしょうか」、「江戸時代から現代に至るまで、日本と中国の儒教思想は、
果たして同一の思想であったと言えるでしょうか」など様々なご意見が寄せ
られました。これらのご質問は、この研究課題のさらなる発展のために、大
変貴重なものと受け止めております。
　日文研での滞在中、旧知の情を暖めることができ、また新しい出会いもあ
りました。日本各地の諸公私機関での資料調査を終えてからは、京都の美
しさをじっくり散策し、伏見稲荷神社、宇治の黄檗萬福寺、平等院などの寺
社を巡礼することもできました。これらの体験を良い思い出として大事にし、
また今後の国際学術交流にも生かしたいと思っております。この冊子が、近
代日中知識人の「自他認識」の一角を知ってい
ただくための一助になれば、と願っております。
